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１　計画策定の趣旨

○急速な少子化の進展、女性の社会進出、家族・地域・雇用環境の変化による子
育ての孤立感と負担感の増加、保育所待機児童の問題、青少年の養育環境等、
子どもを取り巻く環境は著しく変化しています。 
 
○国では、全ての子どもに良質な成育環境を保障し、子ども子育て家庭を社会全
体で支援することを目的とし、平成24年8月に、「子ども・子育て関連3法」が制定さ
れました。 
【具体的な取り組み】 
（１）保育の場を増やし、待機児童を減らして、子育てしやすい、働きやすい社会を
目指します。 
（２）幼稚園と保育所のよいところをひとつにした「認定こども園」の普及を図ります。 
（３）幼児期の学校教育や保育、地域の様々な子育て支援の「量の拡充」や「質の
向上」を進めます。 
 また、次世代育成支援対策推進法が改正され、法律の有効期限が10年間延長さ
れました。 
 
○これまで松戸市では、平成15年7月「次世代育成支援対策推進法」の制定によ
り、平成１７年度を初年度とし、平成17年～21年次世代育成支援行動計画（前期計
画）、平成22～26年次世代育成支援行動計画（後期計画）を策定し、次世代を担う
子どものたちの育成を支援するための様々な事業を展開してきましたが、子どもや
その家族の社会環境の変化は続いている現状があります。 
 
○以上のことを踏まえて、妊娠から18歳までの子どもの健やかな育ちと子育てを市
民全体で支援する環境を整備する計画を策定します。 
また本計画は、「子ども・子育て支援法」及び、「次世代育成支援対策推進法」に基
づく計画であり、「松戸市次世代育成支援行動計画（後期計画）」を引き継ぐものと
して位置づけます。さらに、本市の上位計画である「松戸市総合計画」や保健や福
祉、教育等に関する計画などと整合を図り、調和を保った計画とします。 

１ 計画策定の背景と趣旨 

計画の骨子 

平成２７年度～３１年度 
松戸市子育て応援 
マスコット「まつドリ」 
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計画の概要 
 
【計画期間】 
 本計画は、平成27（2015）年度を初年度とし、平成31（2019）年度までの5年間を

計画期間とします。 
  
【計画の対象】 
 この計画は、おおむね18歳未満のすべての子どもとその家庭を対象としています。 
 ただし、地域社会全体で子どもと子育て家庭を支援するという視点から全ての市

民をその対象として捉え、総合的な計画として策定します。 
  
【諸計画との関係】 
 この計画は、「松戸市総合計画」の分野別計画として位置づけます。 

２ 計画の位置づけ 

松戸市総合計画

松戸市子ども

総合計画

子ども・子育て支援事業計画

次世代育成支援行動計画

ひとり親家庭の自立支援計画

松戸市第２次地域福祉計画

その他の行政計画など
（食育・健康・高齢者・まちづくり・住宅・男女共

同参画等）

分野別計画
千

葉

県

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

事

業

計

画

連携

施策連 携

松戸市障害福祉計画

松戸市母子保健計画

松戸市社会教育計画
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２　子どもを取り巻く環境の変化

１ 松戸市の位置と人口推計 

 

東京都に隣接したベッドタウン 

人口480,350人(H26.4.1現在) 
  

0～4歳 
10～14歳 
20～24歳 
30～34歳 
40～44歳 
50～54歳 
60～64歳 
70～74歳 
80～84歳 
90～94歳 

100歳以上 

昭和45年 

0～4歳 
10～14歳 
20～24歳 
30～34歳 
40～44歳 
50～54歳 
60～64歳 
70～74歳 
80～84歳 
90～94歳 

100歳以上 

平成26年 
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20～24歳 
30～34歳 
40～44歳 
50～54歳 
60～64歳 
70～74歳 
80～84歳 
90～94歳 

100歳以上 

平成31年 
年齢構造推計 
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自宅等 
42% 

保育所 
25% 

幼稚園 
33% 

２ 松戸市の現状 

就学前児童の状況(H25年) 

市内分布図 
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出典：平成25年度松戸市子ども・子育
て支援に関するアンケート調査より 

３ 子どもや保護者の意向 

子どもの年齢と保護者（母）の就労意向 

未就学児保護者の子育てへの気持ち 

平成21年と平成25年を比

較すると、子育てを肯定的

に感じていると同時に不

安や悩みが増加していま

す。 

子どもがいると毎日楽しい

子育てをすることで自分も成長している

子育てが自分の生きがいになっている

子育てについて不安になったり

悩むことがある

生活や気持ちにゆとりがないので、

子育てにいらだつことがある

子どもを虐待しているのではないかと

思うことがある

子育てから開放されたいと思うことがある

その他

無回答

73.6 

70.1 

34.6 

64.1 

39.6 

7.4 

25.4 

4.7 

0.2 

72.9 

72.5 

36.6 

54.0 

36.6 

7.0 

30.4 

3.9 

0.2 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

平成25年調査（ｎ＝1251） 平成21年調査（ｎ＝483）
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未就学児保護者が国や自治体に期待すること 

平成21年と平成25年を比較

すると、小児医療の体制や子

どもを守る対策への期待が減

り、経済的支援への期待が増

えています。 

いつでも必要な時に受診できるように小児医療のサービス体制を確立すること

小児医療への医療費助成制度の拡充を図ること

妊娠中の悩みや、育児や教育などについて気軽に相談できる、電話、面談、

メール相談などを充実させること

乳幼児を連れて気軽に集いその場で育児相談などが出来る施設（おやこＤＥ広場、

子育て支援センター）を増やすこと

一時預かり、ファミリーサポートなどの子どもを預けられる事業を充実すること

乳幼児がいても学んだり地域活動が出来るようにすること

乳幼児がいても街を歩きやすくするような都市基盤の整備を進めること

子育て中の家庭が優先入居できる公営の賃貸住宅を確保すること

児童手当や税制度の扶養控除額の増額、保育料の軽減など経済的支援策を充実すること

子どもが気軽に集い、遊びやスポーツなどができる体育施設や広場を増やすこと

子ども達が安心して外で遊んだり通学したり出来るようにすること

子ども達が地域の祭りや行事に参加する機会を増やすこと

初めて自分の子どもをもつ前に赤ちゃんと触れ合える機会を持つなど体験を増やすこと

児童虐待、いじめ、不登校などの予防、緊急避難などの子どもを守る対策を進めること

子どもたちが、学ぶ力や社会参加に必要な力を身につけることなどの学習支援を行うこと

いろいろな仕事や職業について地域の大人に教えてもらえる機会をつくること

認可保育所を整備するとともに、延長、休日等の事業の充実をすること

早朝から夕方まで必要な時に誰でも利用できる認定こども園をつくること（保護者の就労の有無に関わらず

保育・学校教育を行う児童通園施設）

認可外保育施設への補助等を充実すること

小学校の放課後などに生活の場を提供する放課後児童クラブの施設を充実すること

短時間雇用やフレックスタイムなどの柔軟な雇用制度の普及を事業所に働きかけること

産休や育児休業などが取りやすくなるよう事業所に働きかけること

その他

特にない

無回答

31.0 

17.3 

1.7 

5.4 

11.1 

2.9 

13.4 

3.8 

51.6 

19.5 

21.3 

2.0 

0.2 

9.7 

7.9 

2.1 

15.1 

15.0 

3.0 

10.8 

13.7 

3.2 

1.8 

0.0 

10.0 

42.9 

22.2 

2.5 

14.1 

-

11.2 

14.5 

3.3 

42.9 

16.6 

-

-

-

18.2 

-

-

22.8 

19.0 

-

16.1 

22.8 

5.0 

4.6 

0.0 

2.3 

0％ 20％ 40％ 60％

平成25年調査（ｎ＝1251） 平成21年調査（ｎ＝483）
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自然の中で遊べる場所があること

山登りや川くだりなどの自然の体験ができる機会を増やすこと

友だちと食べたりおしゃべりをしたり、カード遊び、勉強、

読書、楽器の演奏など、自由にすごせる施設をつくること

野球やサッカーなどの練習ができる場所や、バスケットや

卓球などができる体育館を増やすこと

ダンスや工作、料理づくりなどを体験できる機会を増やすこと

バンド活動、ダンス、絵画、書道などの子どもたちの活動が

発表できる場所があること

学校以外の場所で、学ぶ力や社会参加に必要な力をつけること

などの学習支援を行うこと

大学、博物館、美術館などが見学できる機会を増やすこと

何かを知りたいときや学びたいときに、気軽にアドバイス

してくれる相談室やメール相談があること

子ども会などの地域の行事を増やすこと

ボランティア活動やグループ活動の情報や活動場所を

提供すること

参加できる地域の祭りを増やすこと

安心して外で遊んだり、通学したりすることが

できるようにすること

他の学校や他の地域の子どもたちとの交流の機会が

増えること

悩んだり困ったりしたときに、気軽に相談にのってくれる

相談室やメール相談を充実させること

赤ちゃんや小さなこどもたちとふれあう機会を増やすこと

その他

特にない

無回答

42.2 

25.4 

39.4 

30.1 

13.6 

7.5 

1.9 

15.5 

3.0 

3.7 

0.4 

14.8 

22.4 

3.0 

2.2 

14.6 

3.2 

2.1 

11.0 

32.8 

13.7 

39.3 

37.1 

9.0 

8.4 

4.7 

8.4 

5.3 

1.6 

2.7 

16.2 

20.3 

4.3 

2.5 

10.5 

4.1 

7.2 

8.8 

29.8 

12.5 

32.2 

30.2 

7.9 

13.6 

3.5 

9.2 

2.6 

1.1 

4.2 

9.8 

24.3 

6.6 

1.1 

11.8 

3.7 

9.8 

8.8 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

小学５年生（ｎ＝535） 中学２年生（ｎ＝512） 高校２年生（ｎ＝457）
子どもが期待すること 

子どもたちは、自由に

安心して過ごす施設

や遊べる環境整備を

求めています。 
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母親

父親

親以外の家族（兄弟姉妹、祖父母など）

友だち

学校の同級生

異性の友達

同級生以外の友達

先輩

学校の先生（養護教論の先生を含む）

児童館や放課後児童クラブ、放課後
ＫＩＤS ルームの先生

学習塾や習い事の先生

74.6 

43.4 

26.4 

57.2 

-

-

-

-

19.3 

2.4 

7.5 

3.6 

 

 

 

 

 

 

 

58.2 

23.6 

16.2 

-

76.0 

11.3 

7.0 

22.5 

12.1 

-

12.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.2 

21.9 

16.6 

-

83.2 

22.1 

11.6 

21.9 

10.7 

-

4.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学５年生（ｎ＝535） 中学２年生（ｎ＝512） 高校２年生（ｎ＝457）

悩みがあるときの相談相手 

子どもの自己評価(小学5年生) 子どもの自己評価(中学2年生) 

やさしいか

協調性があるか

誠実か

責任感があるか

勇気があるか

自分なりの考えをもっているか

一人でも何かを決めることができるか

50.0 

73.3 

34.7 

63.2 

51.7 

64.1 

53.9 

52.3 

71.2 

40.6 

65.0 

47.1 

62.2 

59.6 

39.4 

67.0 

29.3 

60.6 

38.8 

55.6 

50.9 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

平成25年（ｎ＝535） 平成21年（ｎ＝484） 平成16年（ｎ＝495）

やさしいか

協調性があるか

誠実か

責任感があるか

勇気があるか

自分なりの考えをもっているか

一人でも何かを決めることができるか

41.2 

36.3 

29.3 

36.5 

28.5 

55.3 

48.2 

35.9 

32.3 

23.2 

33.3 

28.0 

57.2 

43.1 

33.2 

35.5 

27.0 

35.7 

24.6 

54.3 

47.4 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

平成25年（ｎ＝512） 平成21年（ｎ＝468） 平成16年（ｎ＝456）
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一般市民が考える、少子化問題が社会に与える影響 

　　　　ｎ＝488　

年金など社会保障制度維持が困難になったり、

若い人の負担が増える

若い労働力が少なくなり経済活動が停滞してしまう

人口が減少し、地域の活気や活力がなくなってしまう

子ども同士が遊んだり、触れ合うことが少なくなり、

社会性・強調性が育ちにくくなる

子どものことについて、親が過保護になる

学歴偏重主義が進み、逆に受験戦争が激化する

特に大きな心配はないと思う

わからない

その他

無回答

85.7 

73.8 

60.5 

31.4 

18.0 

3.9 

0.0 

0.8 

0.8 

0.2 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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３　計画の理念と方向

全ての子どもがともに育ちあう場を充実させる

幼保小が連携し、子どもの育ちを支える

子どもが心身ともに健やかに成長することができる 放課後に過ごせる場をつくる

<Ⅰ>子どもの権利が 子どもが自然や文化に触れる機会を充実させる

尊重され、心豊かに

育つことができる 小中高生の居場所をつくる

 【子どもの力】

子どもの学びや体験の機会を増やす

子どもが参画する機会を推進する

子どもが自分を信じる力をもてる

子どもの不安や悩みを解消する

子育ての充実感を持つことができる 子育てを楽しく感じられる機会を持つ

相談体制の充実と連携を強化する

<Ⅱ>家庭の子育て力

が向上し、安心して 子どもの育ちについて学ぶ機会をつくる

子育てができる 親の不安を軽減する

【家庭の力】 支援を必要とする家庭へのサポートを充実させる

妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援を構築する

保育・子育て支援を充実させる

子育てと仕事を両立することができる

ワークライフバランスを推進する

子どもを犯罪や災害から守る

子育て家庭が暮らしやすい街づくり

<Ⅲ>地域の特色と 子育てしやすい住環境をつくる

活力を生かし、子ど

もと家庭を支える 地域で子育てに関わるネットワークを充実させる

【地域の力】 子どもからつながる地域づくり

地域の世代間交流を充実させる

～子ども力でつながる未来～ 
 子ども・家庭・地域がそれぞれに力を発揮しつながることで、すべての子どもの
育ちが支えられ、子どもが夢と希望にあふれ、活躍できる街づくりをめざします。 

 基本理念を具体化し、めざす方向を示すものとして、次のとおり３つの目標を掲げ

ます。 
<Ⅰ>子どもの権利が尊重され、心豊かに育つことができる 【子どもの力】 
<Ⅱ>家庭の子育て力が向上し、安心して子育てができる 【家庭の力】 
<Ⅲ>地域の特色と活力を生かし、子どもと家庭を支える 【地域の力】 

１ 基本理念 

２ 基本目標 

３ 施策の体系 
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４　施策の方向

今後5年間で重点的に取り組む事項 
○計画の目標を着実に実現していくために、市民と地域の支えあいを重視しつつ、
次の事項については今後5年間で重点的に取り組んで行きます。 

（１）子どもが心身ともに健やかに成長することができる。 
■全ての子どもがともに育ちあう場の充実■ 
 子どもが心身ともに健やかに成長することができるよう「生きる」、「育つ」 「守られる」とい

う権利が尊重され、その健やかな育ちを支えるしくみとして、乳児期から学童期までの子ど

もの育ちを支える幼稚園・保育所（園）・小学校・放課後児童クラブが中心となって顔の見え

る関係作りを強化し、地域の子育て支援機関とのつながりを深めていきます。 
■小・中・高生の居場所づくり■ 
 子どもの成長段階に応じた学びや体験の機会を増やし、子どもが安心、安全に過ごせる

居場所をつくります。また、歴史や文化のある本市の自然環境を活かした豊富な体験を通

して、地域に興味や愛着を持ち、誇りと満足感を持てるような機会を増やしていきます。 
 
（２）子どもが自分を信じる力をもてる 
■子どもが参画する機会の推進■ 
 子どもの「参加する」、「意見を表明する」といった権利を大切にし、子どもが自分を信じる

力が持てるよう、地域の中の大人の暖かい見守りの中で、子どもが主体的に活動できる場

や子どもが自ら相談できる場を確保します。 
  
□重点的な取り組み□ 
・幼稚園・保育所（園）・小学校の連携 
・認定こども園の推進 
・放課後子ども総合プランの策定 
・環境資源（自然、文化、歴史）を生かした取り組みの拡充 
・小中高生の居場所づくり 
・学習支援、就労支援の充実 
・子どもの参画の機会の推進 
・社会適応の難しい青少年への支援の充実 

１ 施策の方向と重点的な取り組み 

＜Ⅰ＞子どもの権利が尊重され、心豊かに育つことができる。【子どもの力】 
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（１）子育ての充実感を持つことができる 
■出産・子育てを想像できる機会の確保■ 
 子育てに喜びや楽しさを感じられるよう、出産・子育てについて想像できるような

体験機会を親になる前の時期から確保していきます。また、子育て中の親子の交

流や支援の場の拡充、父親の育児参加を推進する取り組みなどを充実させていき

ます。 
 
（２）親の不安を軽減する 
■支援を必要とする家庭へのサポートの充実■ 
 子育てをしている保護者の孤立感、負担感が高まっているといわれるなか、 各

種支援サービスと結びつきにくい子育て家庭や、特に配慮の必要な子どもと家庭、

また学校や家庭だけでは支えきれない子どもへの支援を強化・充実させます。ま

た、支援者同士が網の目のように連携をとることができる地域づくり、人づくりの仕

組みを充実させていきます。 
■妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援体制の充実■ 
 妊娠中から相談支援のできる保健師が中心となり、産科医療機関をはじめとする

各関係機関や地域と連携し包括的な支援を展開するためのネットワークを構築し

ます。また、母親の不安に寄り添い、孤立感が解消されるとともに、個々の生活に

即した育児に関する知識を学び、子育て環境を整えることを目的とした産前・産後

の支援の充実を図ります。 
 
（３）子育てと仕事を両立することができる 
■保育・子育て支援の充実■ 
 働く女性の増加に伴う待機児童の解消に向けた取り組みや、就労形態の変化に
伴う多様な保育ニーズへの対応を充実させ、子育てと仕事等との両立を支援して
いきます。 
  
□重点的な取り組み□ 
・出産・子育てを想像できる機会の確保 
・ひとり親家庭への支援の充実 
・障がいのある子どもを持つ家庭への支援の充実 
・子どもの虐待予防・対策の強化 
・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援体制の充実 
・待機児童の解消 

＜Ⅱ＞家庭の子育て力が向上し、安心して子育てができる。【家庭の力】 
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（１）子育て家庭が暮らしやすい街づくり 
■安心して外出できる環境づくり■ 
 地域における自主防犯活動や防犯ボランティアなどの協力のもと、地域全体で子育てを

する家庭と子どもを見守り、子どもを災害や犯罪から守る環境を整えていきます。また、赤

ちゃん連れの保護者が安心して外出できるような「赤ちゃんぽけっと」の推進や地域・企

業・大学・行政が連携して、子どもたちと子育てを応援する取り組みや住環境の整備等を

していきます。 
 
（２）子どもからつながる地域づくり 
■地域で子育てに関わるネットワークの充実■ 
 子育ての問題を地域の問題として捉え、地域の中で子育てに関わるネットワークの構築

を推進し、各団体間の連携を強化していきます。その中でも、学校や家庭だけでは支えき

れない子どもへの支援を強化・充実するために、学校を中心とした家庭と地域の連携を充

実させます。また、地域で子育て支援の担い手として活躍したいと考えている知識と経験

の豊富な人材の発掘や人材育成の観点から子育て支援者の研修等の体制の充実を図り

ます。 
  
□重点的な取り組み□ 
・子育て支援団体間の連携にむけた取り組みの充実 
・学校を中心とした家庭と地域の連携 
・子どもを支援する人材の育成 

＜Ⅲ＞地域の特色と活力を生かし、子どもと家庭を支える。【地域の力】 
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５　事業の推進に係る目標値

２ 教育・保育の量の見込み及び確保方策 

１ 区域の設定 
 

３保健福祉センターの管轄
地域を基本の区域として
「量の見込み」、「提供体制
の確保内容」、「その実施
時期」について定めること
とする。 
※ただし、地域の状況、保
護者の利用・選択範囲等を
考慮し、需給調整は９支所
管轄区を視野に入れなが
ら進める。 

(単位：人) 

　　 H27 H28 H29 H30 H31
０歳児 3,859 3,812 3,763 3,714 3,656

１・２歳児 7,834 7,750 7,654 7,557 7,459
３～５歳児 11,427 11,226 11,097 11,117 10,993

人口推計 (単位：人) 
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３ 地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び確保方策 
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４ その他事業の目標値 

　　 　 　　　　　　　　　　　H２６ H２７ H２８ H２９ H３０ H３１

1 小中高生の居場所づくり (か所数) 3 3 4 4 5 5

2 こどもの遊び場の活用 (か所数) 2 3 3 5 5

3 生活困窮世帯の中学生の学習支援 (人) 30 60 90 90 90 90

4 中高生と赤ちゃんのふれあい体験 (校) 4 5 7 7 9 9

5 産後の支援 (人) 150 180 210 240 270 300

6 地域の子育て支援者の人材育成 (人) 70 140 180 250 320 360

7 地域の子育てボランティアの育成 (人) 20 70 120 170 220 270

(実績)
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６　計画の評価と推進体制

○本計画の施策の推進により政策目的の達成度（市民満足度の向上）を測れるも
のとして、評価指標を設定します。 

  ①子ども子育て支援新制度事業の計画目標量の達成度 

  ②利用者並びに子どもの意識の変化（アンケート調査による評価）による達成度 
  「子育て中の保護者の気持ちについて」 

  「子どもの自己評価について」 

 
○毎年1回評価を実施し公表します。 
 
○平成29年(中間年)に見直しをはかります。 

１ 評価指標と評価の公表 

○松戸市子ども・子育て会議は、計画の進捗管理と評価を実施します。 

２ 松戸市子ども・子育て会議 
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